
人文社会科学研究科（博士後期課程）現代語・現代文化専攻学位論文審査基準 

                               

I.（審査体制） 

本専攻では、別途定めれた審査論文提出要件を満たして提出された論文に対して、「

人文社会科学研究科 における論文審査委員会のあり方についての申合せ」をもとに、

以下の審査体制で審査を開始するものとする。 

① 予備審査委員会は、主査１名（本専攻後期課程当該分野の研究指導担当）及び 副査

2名（うち１名は、本専攻後期課程当該分野の研究指導担当又は授業担当を含むこ

と）以上から構成する。 

② 課程博士の審査は、予備審査論文の内容に照らして、必要と判断される場合には学

外の審査委員を副査として加えることができる。 

③ 論文博士の審査は、予備審査委員会に複数の博士学位所持者を含むものとする。ま

た、原則として他専攻の審査委員や学外の審査委員を含むものとする。 

④予備審査論文に対しては、公開による発表会を実施するものとする。 

 

II.（評価項目および評価基準） 

 審査委員会は下記の項目に関して審査を行い、すべての基準が満たされていると判断

した場合に合格の判定を行うものとする。 

1．予備審査論文および本論文の審査 

①【形式】提出された論文が、所定の体裁・書式に従っていること 

②【学位申請者本人の論文であること】当該論文が学位申請者本人の主体的な取り組み

によりまとめられた研究成果であること 

③【研究倫理】先行研究の成果や文献・資料の引用、実験・調査の実施方法やデータの

取り扱い・保管など、当該論文作成に関わる全般の作業において研究倫理が遵守され

ていること 

④【研究目的と方法】研究の目的が明確であり、方法がその目的に沿ったものであるこ

と 

⑤【先行研究・実験結果等へ評価と新たな学術的知見】最終的な結論が、先行研究の成

果や文献・資料に対する深い考察に基づき導き出され、あるいは適切な実験や調査等

のデータに基づき導き出されたものであり、かつそこに当該の専門分野における新た

な高い学術的知見が含まれていること 

⑥【論文の構成と記述】最終的な結論に至る過程が十分な資料や論理的な説得性をもっ

て展開され、的確に記述されていること 

2．最終試験または学力試験に係る審査 

①【専門知識】文化または言語に関する諸問題を研究するために必要な深い専門知識を

有していること 

②【研究遂行能力】当該分野において独立した研究者として研究を遂行することができ

る十分な能力を有していること 

③【発信力とコミュニケーション能力】研究対象とするテーマに関して、問題の所在や

成果を国内外に向けて積極的に発信し、また深く議論することができる能力を有して

いること 



人文社会科学研究科（博士前期課程）現代語・現代文化専攻学位論文審査基準 

                                

 

I.（審査体制） 

本専攻では、別途定めれた修士論文提出要件を満たし提出された論文に対して、以下

の体制で審査を行うものとする。 

(１) 審査委員会は、主査１名（本専攻当該分野の研究指導教員あるいは主任指導教員）

及び 副査 2名 以上（本専攻構成教員 2名を含むこと）から構成する。 

(２)審査論文の内容に照らして、必要と判断される場合には本専攻以外の審査委員を副

査として加えることができる。 

(３) 審査は提出された論文に対する評価と、公開によって実施される発表会または口

述試験に対する評価により行うものとする。 

 

II.（評価項目および評価基準） 

審査委員会は下記の項目に関して審査を行い、すべての基準が満たされていると判断

した場合に合格の判定を行うものとする。 

1．論文の審査に係る基準 

①【形式】学位申請者本人によりまとめられた単独の論文であり、所定の体裁・書式に

従っていること 

②【研究倫理】先行研究の成果や文献・資料の引用、実験・調査の実施方法やデータの

取り扱い・保管など、当該論文作成に関わる全般の作業において研究倫理が遵守され

ていること 

③【研究目的と方法】研究の目的が明確であり、方法がその目的に沿ったものであるこ

と 

④【先行研究・実験結果等への評価と新たな学術的知見】最終的な結論が、先行研究の

成果や文献・資料を踏まえ、あるいは適切な実験や調査等の下に導き出されたもので

あり、かつそこに新たな学術的知見が含まれていること 

⑤【論文の構成と記述】最終的な結論に至る過程が十分な資料や論理的な説得性をもっ

て展開され、的確に記述されていること 

 

2．公開発表会・口述試験に係る基準 

①【専門知識】執筆した論文に関わるテーマに関して深い知識を有していること 

②【発信力とコミュニケーション能力】執筆した論文に関わるテーマに関して、専門知

識をもとに議論することができる能力を有していること 
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